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第
４
回
定
例
会

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会

は
、
12
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で

の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
人
事
案

件
１
件
、
平
成
27
年
度
補
正
予

算
案
７
件
、
条
例
の
制
定
・
一

部
改
正
案
13
件
、
及
び
そ
の
他

の
議
案
６
件
の
計
27
件
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
、
専

決
処
分
の
報
告
２
件
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
、
陳
情
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
議
員
提
案
に
よ
り

国
へ
の
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え

方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

平成27年平成平成平成27成27年7277年7年 ４第４回

12月12月月2月２日 水（水水（水水）水）
～ 616日 水（水水（水水）水）

平成27年 第４回

12月２日（水）
～16日（水）

平成27年 第４回

定 例 会定 例 会
12月２日（水）
～16日（水）

マイナンバー制度､平成 28年 1月 1日より個人番号利用開始マイナンバー制度､平成 28年 1月 1日より個人番号利用開始
― 下野市が独自に利用する事務を規定 ―

個人番号通知カードは届いていますか？個人番号は平成 28年１月１日から利用されます。

◆下野市が特定個人番号情報を利用する
事務を条例で規定しました。
　福祉、保健、医療、その他の社会保障、地方税、
防災に関する以下の事務について、市役所内各機関
間で特定個人情報を利用します｡

　今定例会で可決された国民健康保険税条例・介護
保険条例の一部改正により、以下の申請書について、
氏名・住所とともに個人番号を記載することになり
ました。

個人番号制度導入のための経費
（中間サーバー･プラットホームなどシステム整備費）
約 8,800 万円（国庫補助：約 70％）

地方税賦課徴収､国民健康保険･後期高齢者医療･介護保険
の給付や保険料賦課徴収､各種医療費助成､各種福祉給付､
生活保護関連､幼稚園就園奨励費補助金交付､任意予防接
種実施､奨学金貸付､就学援助費交付などの事務

■国民健康保険税の減免申請
■介護保険料の徴収猶予及び減免の申請

◆個人番号カードは何に使うの？
　個人番号カードは写真を添えて申請をした人に交
付されます。
（広報しもつけ１月号をご覧ください）
　個人番号カードは身分証明証として利用できるほか、
申請により必要な情報を記録することにより、印鑑
証明書やコンビニでの住民票の交付に利用できます。

§これまでの市民カードや住基カード、印
鑑登録証はどうなる？
　個人番号カードの交付を受けるときは引き替
えとなります。交付を受けないときは、住基カー
ドは有効期限まで、市民カードと印鑑登録証は
無期限に、窓口での印鑑証明書申請時に利用で
きます。

§住民票等自動交付機は、４月末日で廃止
　新庁舎にはコンビニと同様のマルチコピー機
が設置され、個人番号カードと住基カードでの
証明書交付が受けられます｡市民カードはマル
チコピー機では利用できません。

※

表
面
に
は
、
氏
名
・
住
所
・
生
年

月
日
・
性
別
が
記
載
さ
れ
、
写
真
が

表
示
さ
れ
る
。
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
る
。

出典：内閣官房ホームページ (http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/kouhousiryoshu.html より一部抜粋）
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市
体
育
施
設
等
の
使
用
料
を
改

定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正

案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

負
担
の
公
平
性
の
原
則
や
受
益

者
負
担
の
観
点
か
ら
、
同
一
ま
た

は
類
似
施
設
の
使
用
料
の
統
一
や

近
隣
市
町
と
の
均
衡
を
図
る
こ
と

が
改
定
の
主
な
趣
旨
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
４
月
か

ら
各
施
設
使
用
料
が
お
お
む
ね
上

が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

小
山
市
を
中
心
市
と
し
た
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
、
変
更

及
び
廃
止
を
求
め
る
通
告
に
つ
い

て
、
国
の
定
住
自
立
圏
構
想
推
進

要
綱
に
お
い
て
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

去
る
10
月
16
日
、
市
町
村
議

会
議
員
と
し
て
35
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
村

尾
光
子
議
員
に
総
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

防
止
）
事
業
に
３
７
２
０
万
７
千

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
８
０
０
２
万
９
千
円
な

ど
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
選
挙
費
や
農
業
水
利
施
設
保

全
対
策
事
業
な
ど
は
事
業
費
の
確

定
に
伴
い
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
５
特

別
会
計
の
補
正
予
算
を
す
べ
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
も
、
継

続
費
の
総
額
等
に
補
正
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て

は
、
主
に
国
の
制
度
変
更
や
事
業

費
変
更
に
伴
う
各
種
国
県
支
出
金

及
び
市
債
の
補
正
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
拡

充
に
よ
る
障
が
い
者
自
立
支
援
事

業
に
６
９
６
３
万
２
千
円
、
市

道
１
‐
２
号
線
（
下
古
山
）
や

８
１
６
８
号
線
な
ど
の
市
道
整
備

事
業
に
３
億
４
３
６
０
万
円
、
緑

小
学
校
と
南
河
内
第
二
中
学
校
の

体
育
館
非
構
造
部
材
修
繕
（
落
下

村
尾
光
子
議
員
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

〜
総
務
大
臣
感
謝
状
〜

　前田洋子氏の任期が平成 28 年３月 31 日をもって満了となるこ
とから、実績と信頼のある同氏を人権擁護委員として再任するこ
ととして推薦することに同意しました。

条
例
条
例

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

議
決
に
関
す
る
条
例
の
制
定

定
住
自
立
圏
構
想
と
は

「
中
心
市
」
の
都
市
機
能
と
「
近
隣
市

町
村
」
の
農
林
水
産
業
、
文
化
な
ど
を
活

用
し
、
相
互
に
役
割
分
担
し
て
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
全
体
で
必
要

な
生
活
機
能
を
確
保
し
地
方
圏
へ
の
人
口

定
住
を
促
進
す
る
政
策
。

体
育
施
設
等
の

使
用
料
を
改
定

■市体育施設条例の一部改正
■国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の
一部改正
■都市公園条例の一部改正
■市立小中学校施設の開放に関する
使用料条例の一部改正
■スポーツ交流館条例の一部改正

市道 8168 号線（仁良川）の
擁壁整備現場

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

市
道
整
備
な
ど
４
億
３
６
３
５
万
円
を
追
加

市
道
整
備
な
ど
４
億
３
６
３
５
万
円
を
追
加

市
道
整
備
な
ど
４
億
３
６
３
５
万
円
を
追
加

一般会計  

特別会計

会　　　　　計　　　　　名
■平成 27 年度各会計補正予算 （単位：千円）

補　正　額 補正後の予算額

国民健康保険 

後期高齢者医療 

公共下水道事業 

農業集落排水事業 

仁良川地区土地区画整理事業

4億3635万1

3億4541万5

1490万3

△5127万8

103万5

△9000万0

290億8544万0

66億7581万9

5億1183万5

17億987万7

4億2581万3

5億1649万1

人
事
人
事前　田　洋　子

氏　名職　　名

人権擁護委員

新・再

再任
まえ だ よう こ

し めい

人権擁護委員候補者を推薦人権擁護委員候補者を推薦人権擁護委員候補者を推薦

中心市

総合病院

定住自立圏のイメージ

協定に基づく相互連携
・中心市の機能の積極的活用
・権利、負担関係の明確化
・圏域意識や地域の誇りの醸成

例えば…

ショッピングセンター

一般診療所

商店・農場

医師の派遣

注文・発送・農産物のブランド化

近　隣
市町村
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●「
特
別
支
援
学
校
の
『
設
置
基

準
』
策
定
を
国
に
求
め
る
陳
情
」

が
採
択
と
な
り
、
意
見
書
を
国
に

提
出
し
ま
し
た
。

特
別
支
援
学
校
の『
設
置
基
準
』

策
定
を
求
め
る
意
見
書（
要
約
）

幼
稚
園
か
ら
小
・
中
・
高
・

大
学
・
専
門
学
校
ま
で
す
べ
て

に
あ
る
「
設
置
基
準
」
が
特
別

支
援
学
校
に
は
な
い
。
特
別
支

援
学
校
の
設
置
基
準
を
早
急
に

策
定
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

●「
小
山
用
水
の
立
木
の
伐
採
に

関
す
る
請
願
」
は
委
員
会
審
査
に

当
た
り
参
考
人
を
招
致
、
現
地
に

て
趣
旨
確
認
及
び
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
土
地
改
良
区

管
理
の
水
路
の
た
め
市
費
で
の
伐

採
は
適
当
で
な
い
も
の
の
、
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
趣
旨
採
択
」

と
な
り
ま
し
た
。

12
月
２
日

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決
）

３
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

７
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

８
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

９
日

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

10
日

経
済
建
設

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

11
日

教
育
福
祉

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

16
日

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
、
表
決
）

第
４
回
定
例
会

会

期

日

程

第
１
回
定
例
会
は
、
国
分
寺
町
時
代

か
ら
35
年
使
用
さ
れ
て
い
る
現
議
場
の

「
最
後
の
」
定
例
会
と
な
り
ま
す
。

６
月
に
開
催
予
定
の
第
２
回
定
例
会

か
ら
は
、
新
庁
舎
４
階
に
設
置
さ
れ
た

新
し
い
議
場
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　今年度のテーマは「下野市の特別支援教育の現
状と課題」。小・中学校の現状や、一人一人を大
切にする教育を目指した支援体制づくりなどにつ
いて説明を聞いた後、話し合いをした。
  普通学級に在籍する発達障がいの疑いのある子
への対応や保護者との合意形成、教師・生活支援
員の対応のあり方、学級定数、卒業後の働く場の
確保などについて、活発な意見交換がなされた。
　「共に暮らす社会」の実現に向けて、特別な支
援が必要な人たちの実際について理解を深める上
で、有意義な懇談会であった。

教育委員会と懇談しました
（教育福祉常任委員会　11月 18日）

議場での質疑の様子

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

件　　　名 陳情の趣旨

■第４回定例会において審査された請願
審査結果

趣旨採択

紹介議員

若林　稔

付託常任
委員会

経済建設小山用水の川岸に大小約 50 本の立木が生え、この状態が続けば護岸が倒壊する
可能性があるため、現地調査の上予算を確保し、立木を伐採することを求める。

小山用水の立木の伐採に関す
る請願

件　　　名 陳情の趣旨

■第３回定例会から継続審査となっていた陳情の結果
審査結果

不採択

不採択

採　択

付託常任
委員会

教育福祉

教育福祉

教育福祉

「高等学校等就学支援金」への所得制限をやめて「高校無償化」を復活すること、また、「奨
学給付金」を拡充して高校生への給付制奨学金を確立することについて、国への意見書
提出を求める。 
大学生に対する「給付制奨学金」制度をつくることを求める意見書を国に提出すること
を求める。 
特別支援学校の「設置基準」を策定することを求める意見書を文部科学大臣に提出する
ことを求める。

国の教育予算を増やして「高
校無償化」を復活し、給付制
奨学金の確立を求める陳情
「大学生への給付制奨学金創
設」を求める陳情
特別支援学校の「設置基準」
策定を国に求める陳情

小山用水（小金井地内）で現地調
査を実施した。

第１回定例会

月　 　 日（火）
開会予定

第１回定例会平成28年平成28年

月　 　 日（火）
開会予定

詳しい日程は決定次第、市ホームページ
http://www.city.shimotsuke.lg.jp

　　　　　　　　　　　　でお知らせいたします。

　 　月月　 　　 日日日
開開開開開

2323月月月２２
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第４回定例会の審議結果第４回定例会の審議結果

議会へ報告があったもの（表決はありません）

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

議長は表決に加わらない

陳情3号

陳情4号

陳情5号

発議6号

議案等
番号 付　　　議　　　事　　　件

●

●

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

●

○

○

●

●

○

欠

●

●

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○

●

●

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

●

●

○

○

○

○

○

○

村
尾

光
子

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

柳
田
柳
太
郎

中
村

節
子

出
口

芳
伸

国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨学

金の確立を求める陳情

「大学生への給付制奨学金創設」を求める陳情

特別支援学校の「設置基準」策定を国に求める陳情

特別支援学校の「設置基準」策定を求める意見書（案）の提出

について

議案 67号
議案 68号
議案 69号
議案 70号
議案 71号

議案 72号

議案 73号
議案 74号

議案 75号

議案 76号

議案 77号

議案 78号

議案 79号

議案 80号
議案 81号
議案 82号
議案 83号
議案 84号

議案 85号

議案 86号

議案 87号

議案 88号

議案 89号

議案 90号

議案 91号
議案 92号

請願 1号

陳情 3号

陳情 4号

陳情 5号

発議 6号

議案等番号 付　議　事　件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容

議案等番号 案　　　　件　　　　名 内　　　　容

17
17
17
17
17

17

17
17

17

17

17

17

17

17
17
17
17
17

17

17

17

17

17

17

17
17

17

4

3

15

14

0
0
0
0
0

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0
0
0
0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

13

14

2

2

可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決

趣旨採択

不採択

不採択

採択

可決

平成 27年度一般会計補正予算（第４号）
平成 27年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成 27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成 27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成 27年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
平成 27年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業特
別会計補正予算（第２号）
平成 27年度水道事業会計補正予算（第２号）
定住自立圏形成協定の議決に関する条例の制定
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の制定
個人番号カードの利用に関する条例の制定

コミュニティセンター条例の一部改正

税条例等の一部改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正
体育施設条例の一部改正
国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正
都市公園条例の一部改正
市立小中学校施設の開放に関する使用料条例の一部改正
スポーツ交流館条例の一部改正

薬師寺コミュニティセンター施設における指定管理者の指定について

道の駅しもつけにおける指定管理者の指定

下野市立図書館における指定管理者の指定

小山広域保健衛生組合規約の一部変更

下野市国民健康保険税条例の一部改正

下野市介護保険条例の一部改正

物品売買契約の締結
物品売買契約の締結

小山用水の立木の伐採に関する請願

国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨学金の
確立を求める陳情

「大学生への給付制奨学金創設」を求める陳情

特別支援学校の「設置基準」策定を国に求める陳情

特別支援学校の「設置基準」策定を求める意見書（案）の提出について

市道整備事業費など 4億 3635 万 1000 円の増。
国・県支出金の額の確定、医療費の増加など 3億 4541 万 5000 円の増。
保険基盤安定負担金の額の確定など 1490 万 3000 円の増。
国庫補助金の額の確定など 5127 万 8000 円の減。
9月豪雨によるくみ取り料の増加により 103万 5000 円の増。

国・県補助金の確定など 9000 万円の減。

南河内第１配水場の自家発電装置を平成 28年度に更新する。
定住自立圏形成の協定の締結・変更・廃止通告を議会の議決事件とする。

社会保障、税及び災害対策の分野における個人番号の利用及び特定個人
情報の提供について規定。

個人番号カードを市の印鑑登録証として利用可能にする機能を付加。
建設中の（仮称）薬師寺地域交流センターの名称を「下野市薬師寺コミュ
ニティセンター」とし、使用料等を設定。
納税者の申請等に基づく納税猶予制度について規定。

税関係証明書等の交付事務について嘱託員を配置。

類似施設の使用料統一化を図り、消費税を外税にする。
類似施設の使用料統一化を図り、消費税を外税にする。
議案第 80号に伴う使用料の改定、消費税を外税にする。
議案第 80号に伴う使用料の改定、消費税を外税にする。
類似施設の使用料統一化を図り、消費税を外税にする。
下野市薬師寺コミュニティセンターの指定管理者を「薬師寺地域コミュ
ニティ推進協議会」に選定。
道の駅しもつけの指定管理者を引き続き「㈱道の駅しもつけ」に指定。
石橋図書館と国分寺図書館の指定管理者を引き続き「図書館流通セン
ター・大髙商事・藤井産業共同事業体」に指定。
野木町に整備中の南部清掃センターの建設が平成 28年４月１日から稼
働する等の理由により、規約を変更。
国民健康保険税の減免申請書に個人番号の記載をする規定を追加。
保険料の徴収猶予及び減免について、申請書に個人番号の記載をする規
定を追加。

新庁舎備品の売買契約の締結。

小山用水の川岸に生えた立木について、現地調査の上予算を確保し伐採
を求める。
「高校無償化」を復活すること、高校生への給付制奨学金を確立するこ
とについて国へ意見書提出を求める。
大学生に対する給付制奨学金制度をつくることについて国に意見書提出
を求める。
特別支援学校の「設置基準」を策定することについて文部科学大臣に意
見書提出を求める。
陳情 5号に関する意見書を国に提出。

報告 14号
報告 15号

専決処分の報告について
専決処分の報告について

市道での事故に係る損害賠償額 1万 4736 円の決定及び和解。
市道での事故に係る損害賠償額 1万 724 円の決定及び和解。
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委
員
会
報
告

２
月
前
後
に
発
注
し
、
28

年
度
に
繰
り
越
す
予
定
だ

が
、
雨
季
ま
で
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。法の

り

面
の
安
全
管
理
と
施
工

期
間
の
短
縮
を
図
る
た
め

擁
壁
工
事
を
計
上
し
た
。
全
体
延

長
は
４
４
０
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は

1.5
メ
ー
ト
ル
か
ら
4.5
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

平
成
27
年
度
は
予
算
の
範

囲
内
で
詳
細
設
計
を
行

い
、
残
り
の
部
分
は
平
成
28
年
度

に
行
う
。
事
業
計
画
は
今
ま
で
ど

お
り
に
進
め
て
い
く
。

市
道
１
‐
２
号
線
整
備
事

業
の
今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

市
道
８
１
６
８
号
線
及
び

２
‐
２
５
号
線
の
擁
壁
整

備
に
１
億
５
千
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。擁
壁
の
延
長
と
高
さ
は
。

県
補
助
金
が
減
額
に
な
っ

た
こ
と
で
、
宮
前
堰
の
改

修
が
先
送
り
に
な
る
の
か
。

答答

問問 経済
建設
仁
良
川
地
区
道
路
整
備
事
業

経済
建設
農
業
水
利
施
設
保
全
対
策
事
業

答

問 経済
建設
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

18
歳
選
挙
権
な
ど
に
関
す

る
シ
ス
テ
ム
改
修
と
自
治
医

科
大
学
に
設
置
す
る
期
日
前
投
票
所

に
関
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

推
進
協
議
会
が
軌
道
に
乗

る
ま
で
の
間
、
市
民
協
働

推
進
課
に
お
い
て
十
分
な
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
く
。

委
託
料
（
88
万
１
千
円
）

の
業
務
内
容
は
。

発
足
し
た
ば
か
り
の
推
進

協
議
会
が
指
定
管
理
を
行

う
こ
と
に
、
運
営
上
の
問
題
は
な

い
か
。

総務

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

総務

選
挙
管
理
事
業
費

答

問

答

問

常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

建設中の薬師寺コミュニティセンター施設

ヨークベニマル南側の
工事箇所
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委
員
会
報
告

柴
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利

用
料
金
が
設
定
さ
れ
た

が
、
柴
公
園
で
は
現
在
複
数
の
団

体
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
い

る
。
条
例
施
行
後
、
無
料
の
健
康

広
場
に
利
用
が
集
中
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。

当
初
予
算
で
小
学
校
校
舎

空
調
設
備
設
置
事
業
に

８
４
１
８
万
６
千
円
を
見
込
み
要

望
を
し
た
が
、
補
助
採
択
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
代
替
と
し

て
合
併
特
例
債
を
８
千
万
円
計
上

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
高
齢

者
団
体
、
障
が
い
者
団
体

に
つ
い
て
は
、
使
用
料
が
全
額
免

除
と
な
る
減
免
規
定
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
無
料
で
使
用
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

険
料
、
消
耗
品
費
、
消
費
税
等
を

積
算
し
て
い
る
。
８
９
９
５
万
円

は
限
度
額
で
あ
り
、
前
回
も
約

９
千
万
円
で
あ
っ
た
。
実
際
の
執

行
額
は
入
札
に
よ
り
差
が
生
じ
て

い
る
が
、
設
計
金
額
は
一
定
の
基

準
に
基
づ
い
て
積
算
す
る
。

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
が
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
小
学
校
校
舎
空
調
設
備
設
置

事
業
が
補
助
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
の
か
。26

年
度
ま
で
は
支
出
額
が

３
年
間
で
４
１
０
０
万
円

程
度
で
あ
っ
た
。
一
方
、
27
年
度

以
降
は
３
年
間
で
８
９
９
５
万
円

と
し
て
い
る
。
算
出
の
根
拠
を
伺

う
。

３
年
前
と
同
様
、
人
件
費

及
び
そ
れ
に
伴
う
社
会
保

答

答

問問 教育
福祉
保
育
園
給
食
調
理
業
務
に
お
け
る

債
務
負
担
行
為
の
支
出
予
定
額
に
つ
い
て

教育
福祉
下
野
市
都
市
公
園
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正
に
つ
い
て

答

問 教育
福祉
教
育
費
国
庫
補
助
金
に
つ
い
て

第 39号 11ページの「現地調査を実施しました」において、「国分寺駅」は誤りであり、正しくは「小金井駅」
となります。お詫びするとともに、訂正をさせていただきます。

現地調査を実施しました現地調査を実施しました
総
務
常
任
委
員
会

　足場が外され、外観がみえるようになっ
た新庁舎を調査しました。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会　南河内第二中学校体育館の修繕事業を調

査しました。

11 月

12 月

１月

４日　議員全員協議会、地方創生推進特別委員会、
　　　議会活性化特別委員会
５～６日　総務常任委員会行政視察
　　　　　　　　　　（山形県寒河江市・山形市）
５～６日　教育福祉常任委員会行政視察
　　　　　　　　　　（浜松市・京都市）
７日　議会報告会
10日　全国市議会議長会第99回評議員会
10～11日　小山広域保健衛生組合議会先進地視察
11日　全国市議会議長会基地協議会関東部会総会
16日　教育福祉常任委員会
16～17日　経済建設常任委員会行政視察
　　　　　　　　　　（滋賀県高島市・日野町）
17日　総務常任委員会
17日　県央６市議長会議
18日　教育福祉常任委員会・教育委員との懇談会
18～19日　全国市議会議長会研究フォーラム
　　　　　　　　　　（福島市）
25日　議会運営委員会、議員全員協議会
26日　議会だより編集委員会

２～16日　第４回定例会
15日　議会運営委員会、議員全員協議会
16日　議会だより編集委員会
21日　石橋地区消防組合議会定例会

８日　議会だより編集委員会
13日　議会運営委員会
19日　香川県高松市議会行政視察来庁
20日　議会だより編集委員会
28日　議会だより編集委員会

議 会 の 動 き
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行
政
視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

▶婚活コーディネーター事業など
▶山形市における災害対応の拠点を視察
▶婚活コーディネーター事業など
▶山形市における災害対応の拠点を視察

　寒河江市では「地域いきいき元気づくり事業」及び
「結婚支援活動団体補助金交付事業」について視察。「地
域いきいき元気づくり事業」は、市民による「よりよ
い地域づくり」を応援するため、行政が財政的・人的
支援をする事業で、内容に応じ上限 100 万円まで事業
費を補助している。「結婚支援活動団体補助金交付事
業」では 26 年度に公募により認定された婚活コーディ
ネーター（30 名）が主催の婚活事業において、18 組
のカップルが成立している。カップルが結婚して市内に定住した場合には、成功報酬とし
て婚活コーディネーターに 10 万円が支給されるとのことであった。

　山形市では「山形市民防災センター」について
視察。総工費 22 億円・敷地面積２万平方メート
ルの規模で、防災や応急手当の体験ができ、市民
の学習の場として位置づけられている。
　また、大規模災害時に緊急車両の出動が停滞し
ないよう、消防車両の２か月分の使用量を貯蔵す
る給油所を設置、ヘリポートも併設し災害対応の
拠点としている。市民の防災意識は高く、自主防
災組織率は 80％に上る。

11月５日　山形県寒河江市
11月６日　山形県山形市

寒
河
江
市
議
会
議
場
に
て

山
形
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▶議会運営の先進事例を視察▶議会運営の先進事例を視察 10月19日　岩手県北上市
10月20日　宮城県大崎市

　北上市議会の議会報告会は、「市民と議会をつな
ぐ会」と「テーマ別意見交換会」の２種類に分けら
れている。「市民と議会をつなぐ会」は広聴広報委
員会が所管し、全議員による班編成で役割を分担、
年１回開催されている。「テーマ別意見交換会」は
常任委員会単位で運営され、所管する分野の各種団
体との間で「現状と課題等」をテーマに意見交換を
年１回以上実施している。

　大崎市議会では年間４回開催される定例会のうち、最初の定例会で会派代表質問、ほか
の定例会で一般質問が実施されている。また、
議案の審議は常任委員会ではなく本会議で行わ
れている。
　議会報告会は５班体制で６日間、30 会場で開
催されている。議会報告会とは別に意見交換会
を実施しており、議会側から提示した複数のテー
マを市民団体に選択してもらうなど、意見が出
やすいよう工夫されていた。

北
上
市
議
会
に
て

大
崎
市
議
会
に
て

行政視察調査報告 　各委員会で行政視察調査を行
いましたので報告いたします。
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行
政
視
察
報
告

経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

▶農集排施設の公共下水道接続について
▶農業体験による地域振興策について
▶農集排施設の公共下水道接続について
▶農業体験による地域振興策について

　高島市では「農業集落排水（農集排）施設の公共
下水道接続事業」について視察。同市では農集排の
維持管理費の低減・効率化を図るため公共下水道に
接続している。元々使用料金が統一されていたため、
接続による料金較差の問題は生じず、空いた集排処
理施設は地元の防災倉庫として活用されている。
　本市においても、調整区域での下水道整備に関す
る補助金は減少しつつあるので、面工事（管路）を
農集排で整備し流末を公共下水道に接続処理する、といった方法も検討されたい。

　日野町では「近江日野田舎体験」について視察。この事業は町内農家に宿泊して農業体
験や野外活動をする事業であり、小中学校の修学旅行
生をターゲットとしている。宿泊を受け入れる家庭は
150 軒に上り、本事業を観光振興ではなく地域振興と
してNPO法人化し取り組んでいた。
　本市においても、年間数回に分けて農畜産物の管理
から収穫までの体験や、宿泊をして下野市産の安心・
安全な農畜産物を食していただくなど、参加者を通じ
て市農畜産物が各地にＰＲされるような方策を検討さ
れたい。

11月16日　滋賀県高島市
11月17日　滋賀県日野町

▶障がい者の農業参画について
▶小中学生のキャリア教育について
▶障がい者の農業参画について
▶小中学生のキャリア教育について

11月５日　静岡県浜松市
11月６日　京都府京都市

高
島
市
に
て

日
野
町
に
て

　浜松市では「ユニバーサル農業（障がい者の農
業参画）」について京丸園株式会社を視察。同社
は地域の福祉施設や農家、企業等と連携を図り、
障がい者の適性や能力を生かすため作業工程に工
夫を加え、事業の拡大に結びつけていた。また、
農業を通じて障がい者や高齢者が安定して働くこ
とができる職場づくりを実現していた。本市にお
いても、農業と福祉の連携のための研究会が設立
されることを期待する。

　京都市では「京都まなびの街生き方探究館におけるスチューデントシティ学習」につい
て視察。年間延べ２万６千人の小中学生が体験
学習を行っており、協賛企業から派遣された職
員により児童への緊迫感あふれる指導が行われ
ている。指導を通じ子どもたちは役割分担し協
力しながら問題を解決していくことの大切さを
学んでいた。本事業は市民ボランティアや大学
など、産学公連携により運営されており、社会
の中で生きていくためのキャリア教育として非
常に優れた内容であった。

浜
松
市
・
京
丸
園
株
式
会
社
に
て

京
都
ま
な
び
の
街
生
き
方

探
究
館
に
て



た
方
を
対
象
に
年
４
回
程
度

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
（
仮
称
）

を
予
定
し
て
い
る
。

認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
な
ど
。

一
回
だ
け
の
養
成
講
座
で
は

不
十
分
だ
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長

認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

多
く
の
場
面
で
活
躍
で
き
る

よ
う
、
養
成
講
座
を
修
了
し

市
長

金
融
機
関
、

薬
局
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
民
生
委
員
、
小
中

学
生
、
先
生
な
ど
様
々
。
認

知
症
を
地
域
全
体
で
見
守

り
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
つ
な
げ
た
い
。

認
知
症
に
つ
い
て
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
多
く

あ
る
。
糖
尿
病
、
高
脂
血
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
の
関

係
、
若
年
性
認
知
症
、
軽
度

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
本
市
に
何
人
い
る

の
か
。

市
長

27
年
10
月
末

現
在
で
３
１
３
３
人

と
な
っ
た
。
目
標
の
４
千
人

に
も
う
す
ぐ
達
す
る
。

ど
ん
な
人
が
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答

答

答

問問

問

サ
ポ
ー
タ
ー
の
た
め
の
講
座
を
予
定
し
て
い
る

答認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

問問

議
員

中
村
節
子

10

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、
９
人
の
議
員
が
市
政
に
対

し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内

容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
・
・
・

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
予
約
販
売
で
き
な
い
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問答

※認知症サポーターとは
　60～90分の認知症サポーター養成講座を受けることでなれる。
認知症に関する知識を学び、地域の認知症患者をサポートする。
厚生労働省が推進し、全国で 600 万人以上の認知症サポーター
がいる。
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問問
答

問問
答

きらら館

フローリング化して多目的
室に変更する大広間

持
、
成
人
病
予
防
を
目
的
と

し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
と
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
能
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
。
浴
室
に
は
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
を
設
置
す
る
。

石
橋
庁
舎
及
び
現
石

橋
総
合
病
院
の
跡
地

利
用
は
。市

長

地
域
の
発
展

を
促
す
よ
う
な
利
用

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

き
ら
ら
館
の
今
後
に

つ
い
て
。

市
長

28
年
８
月
か

ら
29
年
１
月
に
改
修

を
予
定
し
て
い
る
。
中
高
年

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
健
康
維

場
合
、
１
年
間
の
賃
借
料
、

又
は
60
万
円
の
補
助
を
し

て
い
る
。

産
業
振
興
部
長

駅
前
イ
ベ

ン
ト
開
催
す
る
こ
と
は
駅
前

の
活
性
化
に
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
地
域

の
手
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
行
政
で
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
支
援
し
た
い
。

本
市
に
は
３
つ
の
駅

が
あ
る
が
、
商
店
街

の
活
性
化
を
ど
の
よ
う
考
え

て
い
る
の
か
。

市
長

16
年
か
ら
24

年
ま
で
に
84
店
の
商

店
が
減
少
。
現
在
市
内
全
域

に
は
１
６
８
軒
の
空
き
店

舗
が
あ
る
。
空
き
店
舗
を
賃

借
し
新
規
事
業
を
始
め
た

答

答 答

問

問問

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
す
る

き
ら
ら
館
の
今
後
に
つ
い
て

議
員

柳
田
柳
太
郎

厳
し
い
。
策
定
中
の
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
考

え
方
を
踏
ま
え
、
長
期
財
政

健
全
化
計
画
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
か
等
、
慎
重
に

検
討
し
て
整
備
の
可
否
を
見

極
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

94
億
円
を
要
し
、
基
本
的
財

源
は
、
基
金
活
用
の
ほ
か
一

般
財
源
と
、
市
債
で
賄
う
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
利
用
可

能
な
基
金
を
活
用
し
て
も
答

申
の
求
め
る
規
模
を
有
す
る

施
設
建
設
は
財
政
上
極
め
て

に
な
る
。
27
年
度
を
も
っ
て

合
併
特
例
措
置
が
終
了
、
28

年
度
か
ら
は
５
年
に
わ
た
り

普
通
交
付
税
一
本
算
定
へ
の

移
行
に
伴
い
10
億
円
の
地
方

交
付
税
が
段
階
的
に
削
減
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
財
源

確
保
は
容
易
で
は
な
い
。
検

討
内
容
を
伺
う
。

市
長

答
申
が
想
定

し
て
い
る
施
設
の
概

算
工
事
費
は
、
63
億
円
か
ら

整
備
検
討
委
員
か
ら

の
答
申
で
、
新
た
な

施
設
を
建
設
す
る
場
合
、
財

源
な
ど
一
つ
ず
つ
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
あ
る
。

９
月
に
市
の
公
共
施
設
白
書

が
発
表
さ
れ
、
箱
物
・
イ
ン

フ
ラ
全
体
で
更
新
費
用
は
30

年
間
で
総
額
１
２
３
９
億

円
、
年
平
均
41
億
３
千
万
円

答

問

施
設
の
建
設
は
財
政
上
、
極
め
て
厳
し
い

文
化
芸
術
活
動
拠
点
整
備
、
財
政
計
画
は

議
員

秋
山
幸
男

下野市公共施設白書

ほ
か
に
も
・
・
・

市
内
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
に
よ
る
対
教
師
暴
力
行

為
の
根
絶
に
つ
い
て

全
学
校
か
ら
の
報
告
の
ル
ー
ル
化
と
、
教
育
委
員
会

が
直
接
調
査
や
問
題
解
決
を
行
う
支
援
体
制
を
早
急

に
整
備
す
る
。

問答
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一

般

質

問

問問
答

問問
答

業
と
し
て
、
外
出
の
支
援
を

図
る
た
め
一
人
一
回
に
限
り

デ
マ
ン
ド
バ
ス
回
数
券
（
11

枚
綴
り
２
冊
）
の
交
付
を

行
っ
て
い
る
。

ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
」
に
よ

る
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し

た
。
今
後
も
広
報
活
動
に
努

め
て
い
く
。
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
活
用
に
当
た
っ

て
は
、
現
在
、
県
と
下
野
警

察
署
と
協
議
を
し
て
い
る
。

②
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

（
65
歳
以
上
）
に
対
す
る
事

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市

で
も
取
り
組
め
な
い
か
。

②
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の

支
援
策
を
伺
う
。

市
長

①
高
齢
者
を

対
象
に
運
動
機
能
の

向
上
や
交
通
ル
ー
ル
の
確
認

等
を
盛
り
込
ん
だ
高
齢
者

自
転
車
免
許
制
度
講
習
や
交

通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
交

通
事
故
を
再
現
す
る
「
ス
ケ

近
年
、
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
交
通

事
故
が
発
生
し
、
重
大
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

①
高
齢
者
の
車
の
運
転
に
よ

る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
安
全
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。
高
齢
者
の
運
転
中
の
様

子
を
記
録
し
、
安
全
な
運
転

を
し
て
い
る
か
検
証
し
て
い

答

問

県
・
下
野
署
と
協
議
し
て
い
く

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
対
策
を
伺
う

議
員

大
島
昌
弘

グリーンベルト化が急がれる国分寺小南側の通学路

③
生
活
道
路
に
お
け
る
全
て

の
道
路
で
歩
道
整
備
が
望
ま

し
い
が
実
現
は
難
し
い
。
歩

行
空
間
の
確
保
を
目
的
と
し

た
、
路
肩
の
カ
ラ
ー
化
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
や
防

護
柵
、
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
等
に

よ
り
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

策
定
し
た
。

市
長

②
５
路
線
で
総
延
長

3.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
2.5

〜
3.5
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
整

備
中
。
進
捗
率
は
10
〜
70
％

で
今
後
と
も
危
険
箇
所
の
解

消
に
努
め
る
。

③
家
屋
が
連
担
し
て
い
る
道

路
、
区
画
整
理
事
業
で
整
備

さ
れ
た
道
路
で
は
歩
道
整
備

や
拡
幅
が
困
難
で
あ
る
。
安

全
確
保
の
た
め
の
対
策
を
伺

う
。

教
育
長

①
会
議
で

は
、
学
校
か
ら
の
整

備
要
望
を
踏
ま
え
た
合
同
点

検
を
行
い
、
事
業
箇
所
を
選

定
。
安
全
対
策
を
検
討
し
基

本
方
針
と
な
る
「
市
通
学
路

車
社
会
に
お
い
て
登

下
校
中
の
児
童
生
徒

が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
。
通
学
路

の
さ
ら
な
る
安
全
対
策
が
必

要
。

①
市
通
学
路
安
全
推
進
会
議

で
の
審
議
内
容
は
。

②
通
学
路
整
備
事
業
の
進
捗

率
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

問

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
等
、
対
策
を
講
じ
る

歩
道
の
拡
幅
が
困
難
な
通
学
路
の
安
全
対
策
を

議
員

塚
原
良
子

ほ
か
に
も
・
・
・

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

四
輪
駆
動
の
緊
急
車
両
を
配
備
す
る
。

ほ
か
に
も
・
・
・

①
調
整
池
の
越
水
及
び
被
害
拡
大
防
止
策
を
。

②
災
害
情
報
の
事
前
周
知
を
。

①
冠
水
マ
ッ
プ
を
作
成
・
定
期
的
に
泥
を
搬
出
す
る
。

②
情
報
の
収
集
と
災
害
対
策
本
部
を
強
化
す
る
。

問

問

答

答
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問問
答

問問
答

ど
の
支
援
に
も
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
生
活
困
窮
者
を
掘
り

起
こ
し
、
生
活
支
援
に
つ
な

げ
る
体
制
が
で
き
た
こ
と
は

大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
。

ら
は
、
生
活
全
般
に
わ
た
る

自
立
を
支
援
す
る
家
計
相
談

支
援
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。生
活
困
窮
者
支
援
は
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
腰

を
据
え
た
取
り
組
み
が
重
要

だ
が
、
今
回
、
同
事
業
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来

が
、同
事
業
の
概
要
を
伺
う
。

市
長

社
会
福
祉
課

と
社
協
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
相
談
員
３
人
体

制
で
生
活
困
窮
者
の
自
立
に

向
け
た
相
談
・
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
４
月
か
ら
10
月
末

ま
で
に
、相
談
者
数
が
50
人
、

延
べ
相
談
件
数
が
３
６
０
件

で
、
そ
の
う
ち
10
人
が
就
労

に
結
び
つ
き
、
５
人
が
増
収

に
つ
な
が
っ
た
。
来
年
度
か

「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
が
27
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は

生
活
保
護
に
陥
る
手
前
に
新

し
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
あ
り
、
本
市
で

も
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

答

問

個
々
人
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て

議
員

野
田
善
一

た
必
要
に
応
じ
個
別
に
家
庭

を
訪
問
、
直
接
納
入
督
促
を

行
い
、
児
童
手
当
受
給
者
に

は
、
児
童
手
当
支
給
時
に
現

金
で
納
付
い
た
だ
く
な
ど
の

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

帯
が
15
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。未
納
保
育
料
の
徴
収
は
、

催
告
通
知
の
発
送
や
電
話
な

ど
個
別
相
談
に
つ
な
げ
、
納

付
を
確
約
す
る
書
面
の
徴

取
、
分
割
納
付
な
ど
に
よ
り

納
入
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

保
育
料
約
６
５
５
万
円
、
学

童
保
育
負
担
金
約
94
万
円
。

年
度
別
で
は
、
26
年
度
分
が

２
３
３
万
円
、
過
年
度
分
約

４
２
１
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
収
納
率
は
26
年
度
分
が

98
・
５
％
、
過
年
度
分
21
・

９
％
で
あ
っ
た
。
26
年
度
の

保
育
料
滞
納
者
は
36
人
で
、

Ｄ
Ｖ
、
虐
待
な
ど
何
等
か
の

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
世

昨
年
度
の
決
算
で

は
、
児
童
福
祉
費
負

担
金
に
「
収
入
未
済
額
」
約

７
５
０
万
円
が
あ
っ
た
。
保

育
料
、
学
童
保
育
費
負
担
金

等
の
滞
納
に
つ
い
て
の
対
応

を
伺
う
。市

長

26
年
度
の
児

童
福
祉
費
負
担
金
の

未
収
額
は
約
７
４
９
万
円
と

答 問

分
割
納
付
や
児
童
手
当
支
給
時
現
金
納
付

保
育
料
滞
納
に
つ
い
て

議
員

岩
永
博
美

ほ
か
に
も
・
・
・

新
庁
舎
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

計
画
的
な
土
地
利
用
を
推
進
し
、
新
た
な
活
力
の
創
出

を
目
指
す
地
域
と
し
て
都
市
核
の
形
成
に
努
め
た
い
。

ほ
か
に
も
・
・
・

育
休
退
園
制
度
に
つ
い
て

再
入
園
の
希
望
者
に
は
、
優
先
的
に
入
園
配
慮

小
・
中
学
校
の
防
災
に
つ
い
て

学
校
安
全
計
画
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

問

問問

答

答答

市内保育園
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一

般

質

問

問問
答

問問
答

出典：厚生労働省ホームページ
（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/

hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/）

③
サ
ー
ビ
ス
確
保
に
向
け
研

修
会
等
は
積
極
的
に
開
催
す

る
。

件
は
な
い
が
、
市
民
活
動
を

理
解
し
、
多
様
な
地
域
の
担

い
手
と
の
連
携
・
調
整
が

で
き
る
方
に
お
願
い
し
た

い
。
平
成
28
年
度
中
に
市
全

体
担
当
の
推
進
員
を
配
置
し

た
後
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
単
位
に
配
置
す
る
。
②

協
議
体
は
市
が
主
体
と
な

り
、
前
段
階
と
し
て
市
民
参

加
に
よ
る
準
備
会
を
発
足
さ

せ
、28
年
度
中
に
設
置
す
る
。

支
援
の
担
い
手
と
な
る
市
民

へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の

機
会
を
提
供
さ
れ
た
い
。

市
長

高
齢
者
の
在

宅
支
援
の
た
め
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は

じ
め
民
間
企
業
な
ど
の
多
様

な
担
い
手
に
よ
る
重
層
的
な

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
体
制
整
備
が
求

め
ら
れ
る
。
①
地
域
支
え
合

い
推
進
員
は
特
定
の
資
格
要

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
に
つ
い

て
、
①
地
域
支
え
合
い
推
進

員
は
中
学
校
区
ご
と
と
市
全

体
の
担
当
者
が
必
要
と
考
え

る
。
配
置
方
針
は
ど
う
か
。

②
協
議
体
の
対
象
範
囲
と
構

成
員
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま

ず
は
研
究
会
な
ど
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か
。
③
生
活

答

問

28
年
度
に
市
が
主
体
と
な
り
協
議
体
を
発
足
さ
せ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
取
り
組
み
は

議
員

村
尾
光
子

用
し
た
い
。
ま
た
、
住
民
へ

の
情
報
伝
達
に
は
複
数
の
手

段
を
円
滑
活
用
す
る
体
制
が

必
要
だ
。
④
指
定
避
難
所
の

ス
ム
ー
ズ
な
開
設
・
運
営
。

⑤
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強

化
及
び
消
防
団
員
の
安
全
対

策
。
検
証
結
果
は
市
地
域
防

災
計
画
に
盛
り
込
み
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
着
実
に
進
め

て
い
く
。

①
災
害
対
策
本
部
の
対
応
力

の
向
上
。
災
害
を
あ
ら
か
じ

め
想
定
し
実
践
的
な
動
き
を

決
め
て
お
く
事
前
行
動
計
画

書
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の
作

成
が
重
要
だ
。
②
職
員
の
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充

実
。
③
情
報
伝
達
体
制
の
充

実
・
強
化
。
災
害
現
場
や
危

険
箇
所
の
正
確
な
把
握
の
た

め
、
防
災
デ
ジ
タ
ル
無
線
や

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
を
有
効
活

流
入
が
あ
っ
た
ほ
か
、
道
路

や
農
業
施
設
、
農
作
物
等
に

も
大
き
な
被
害
が
発
生
し

た
。
し
か
し
、
速
や
か
な
避

難
行
動
に
よ
り
、
人
的
被
害

は
な
か
っ
た
。
消
防
団
、
警

察
、
消
防
署
、
建
設
業
協
同

組
合
等
関
係
機
関
の
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
今
回

の
経
験
を
今
後
の
災
害
対
策

に
生
か
す
た
め
、
課
題
や
改

善
策
を
５
つ
に
ま
と
め
た
。

今
年
度
９
月
に
関

東
・
東
北
豪
雨
災
害

が
発
生
し
た
。
災
害
対
応
の

総
括
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。市

長

県
内
全
域
で

甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、

床
上
浸
水
８
件
、
床
下
浸
水

５
件
、
一
部
地
域
で
宅
地
内

答 問

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
し
災
害
対
応
力
を
高
め
る

関
東
東
北
豪
雨
災
害
の
総
括
と
今
後
の
課
題
を
伺
う

議
員

磯
辺
香
代

削り取られた道路

※
協
議
体

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
定
期

的
な
情
報
共
有
や
連
携
・
協
働
に
よ
る
資
源
開
発
な
ど
を
推
進
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
や
事
業
へ
の
連
動
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の

組
織
。

※
地
域
支
え
合
い
推
進
員
（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
の
生
活
支
援
の
担
い
手
の
養
成
・
発
掘
、
地
域
資
源
開
発

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
む
た
め
、
改
正
介
護
保
険
法
の
地
域

支
援
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
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議
会
報
告
会

①平成 27 年９月関東・
東北豪雨に伴う災害復旧
について
・対策本部の経緯と災害復旧
事業の補正予算計上を説明。
・寄付金500万円は「地域づ
くり事業推進基金費」に。

②人間型ロボット（ペッ
パー）の導入について
・定住促進事業の一環として
地方創生事業先行型交付金
（1000万円）を活用し本市
を訪れる観光客に本市の魅力
の発信を目的とする。

＊資料配布のみ
・薬師寺地域交流センター
・新庁舎建設工事

①平成 27 年９月関東・
東北豪雨に伴う災害復旧
について
・農作物、畜産、農地、農業
用施設の被害状況と被害額、
及び上下水道、道路の被害状
況と（被害額概算）説明。

②緑あふれる田園都市の
構築に向けて
・土地の有効活用の方策の
考究。
・（県）都市計画法に基づく開
発許可の基準に関する条例。
・区域区分の変更について。

＊資料配布のみ
・（仮称）山王山公園整備事業
・仁良川土地区画整理事業の
進捗状況

①大松山運動公園整備事
業について
・平成31年度に完成となる
当該事業の基本設計説明書
にて、整備方針、事業スケ
ジュール、事業費等の説明。

②介護保険事業について
・26年度会計決算、保険給
付の推移、本市の要支援、介
護認定者数、今後の財政運営
の予測の説明。ほか介護施設
の案内図を配布。

＊資料配布のみ
・下野市奨学金制度
・石橋総合病院移転新築工事

総 務 常 任 委 員 会 経済建設常任委員会 教育福祉常任委員会

各常任委員会から～報告した事業内容～

身近な議会をめざして 皆様の声をお聞きします

第３回 を開きました議会報告会議会報告会
平成27年11月７日「スポーツ交流館」を会場に議会報告会を開催しました。
３地区を順番に年一回の開催とし、今回は石橋地区での開催となりました。
参加を頂いた皆様、ありがとうございました。次回は新庁舎での開催を予定しております。



第３回議会報告会第３回議会報告会
～～アアアアンンンンンンケケケケケケ トトトトトト結結 ～～～アンケート結果～ ～～会会会会場場場かかかかからららららののののの 、、 ～～～会場からの質疑、意見～

（　　　　　　　　　　　　　　）回答者の年代は、
50代 67％、60代 23％、70代 10％でした。

・タウントーク、イベントのある秋は避けたほうがよい。
・午後６時からの開催は遅い。もっと早い時間で。

・現行の年一回でよい…76％
・年２回、年３回…19%
・場所については、｢新庁舎｣や｢各地区ごとに１回ずつ｣
との意見がありました。

・視察報告書、研修報告書などをつけてほしい。
・市政に対する議会としての意見を聞きたい。
・特別委員会の検討や協議の内容を報告してほしい。
・市議会としての下野市の展望、対策のビジョンを。
・ワークショップ形式への検討を願う。

・周知方法がよくない　・参加人数が少ない
・有意義　・まじめに対応している
・報告内容が市の施策説明に近い
・人口増加策に積極的な施策を講じることが重要

　　関東・東北豪雨について、本市で被害が出たことをどう
考えるか。
　　何十年に一度といわれる災害でも、来年起こるか明日起
こるかわからないという認識で備えなければならないと考え
ている。しかし、河川を全てコンクリートで固めてしまうと
いうやり方でよいかは別である。まずは防災に対する認識を
高めていくことが重要だ。

　　新庁舎建設工事について、杭打ちと免震ゴムは大丈夫な
のか。
　　新庁舎は地盤が強いので杭打ち工事は行っていない。免
震ゴムは東洋ゴム社製のものは使っていない。

　　災害後、小山市民に 3,000 袋の水を給付したが、広域で
対応がなされているのか。
　　非常時の対策として給水について、下野市と小山市との
間に水道管の接続が可能か検討したが、市内の三王山の給水
塔と薬師寺の給水塔の接続もまだでそれが課題である。

　　大松山運動公園整備事業について、積極的に踏み込んだ
防災機能を持つべきと考えるが。
　　防災備蓄倉庫とヘリポートを陸上競技場に設置する予
定。また、多目的用水の貯留機能を複数箇所持つほか、マン
ホールに簡易的なトイレを設置できるようになっている。
ソーラー式の外灯は多数設置する予定であり夜間も明るくな
るように考えている。食糧備蓄量については、予算等との関
係で決まっていないので今後十分検討していきたい。

　　都市計画、行政改革にＰＤＣＡ（Ｐｌａｎ［計画］ Ｄｏ［実
行］ Ｃｈｅｃｋ［評価］ Ａｃｔ［改善］）を回していくべき。
緑４丁目に老朽化した施設があるが、チェックしているのか。
アクションにつなげてもらいたい。
　　先日、緑４・５丁目の市道に桜の木が２列に植えられ、
根が道路を傷めているのを見てきた。今後、地元の方々と話
し合って整備を検討していく。ライフラインのチェックにつ
いても、委員会で水道管の取り替えについて検討している。

　今回は、26年の第２回の議会報告会よりも、議員からの報告項目を少なくし、市民の方との質疑応
答、意見交換に時間を多く取りました。しかし、肝心の参加者が少なく残念でした。今後、開催時
期、時間帯、場所、内容、周知方法について、議員で検討を重ね、より多くの方に参加していただけ
るよう努力してまいります。

〇開催時期および時間帯について

〇開催回数、場所について

〇今後の議会報告会の内容について（自由回答）

〇報告会の感想・議会に対する意見（自由回答）

開催時期、時間帯を検討しています。

新庁舎、地区ごとの開催は前向きに検討中です。

議員からは、もう少し市民の方と自由な雰囲
気で意見交換したいとの意見がありました。
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平
成
28
年
も
早
や
２
月
半
ば
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

充
実
し
た
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
今
年
の
干
支
は
申
。
申
と
い
う
字
は
〝
樹
木
の
果

物
が
熟
し
て
固
ま
っ
て
い
く
様
〞
を
表
し
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
下
野
市
も
こ
の
１
月
で
合
併
満
10
年

で
す
。
旧
３
町
の
住
民
意
識
の
醸
成
は
な
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

さ
て
、
市
議
会
は
「
下
野
市
議
会
基
本
条
例
」
第
６

条
に
基
づ
き
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
―
議
会
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
頂
く
た
め
、
昨
年
11
月
に
第
３
回
議

会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
も
っ
と
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ふ
ま

え
て
報
告
会
の
あ
り
方
を
検
証
中
で
す
。

本
号
が
国
分
寺
庁
舎
で
の
最
後
の
発
行
と
な
り
ま

し
た
。

（
塚
原

良
子
）

議
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編
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陽
一

次
号（
第
40
号
）は
５
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

下野市議会だよりNo. 39

下野市議会だより
１部あたりの印刷
製本費は約 13.8 円
です。


